
人文科学研究科の求める教員像及び教員組織の編制方針 

 

求める教員像 

 人文科学研究科は、「去華就実」の建学精神及び教育目標である「実地有用」の人材育成

に基づく大学、各学部、各研究科の理念・教育研究上の目的、ディプロマ・ポリシー、カリ

キュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーを十分に理解し、「地域に貢献し、個性的

で活力にあふれる大学の創造」に意欲を持ち、着実に研究を進め、教育・指導面では、学生

に最高度の満足を与えるために「最大限の努力を惜しまない」人間性豊かな教員を求めます。  

 

教員組織の編制方針 

 人文科学研究科は、本学の求める教員像および教員組織の編制方針に則り、人文科学研究

科における教員組織の編制方針を以下のように定める。 

１．教員組織は、文部科学省の定める大学院設置基準に基づいて、本学の求める教員像に合

致した教員を適切に配置する。 

２．専門研究に参加できる人材の養成ならびに実社会で求められる実践的能力を持って現

代社会の諸問題に対応できる人材の養成という、人文科学研究科の使命を遂行するた

めに、教育理念、人材育成の目標に基づいたディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポ

リシー、アドミッション・ポリシーに沿った教育を実現する上で必要な教員組織を編制

する。 

３．教員組織は、各専門分野における教育上及び研究上の優れた実績を有し、指導能力と高

い見識を持つと認められる教員によって編制し、職位・年齢構成のバランスを考慮して

配置する。 

４．教員の募集・採用・昇任にあたっては、透明性、適切性を保つために「就実大学・就実

大学大学院教員任用基準」及び「就実大学大学院教員選考規定」に基づき公正な選考・

審査等を実施する。 

５．教員の教育者・研究者としての資質向上を図り、質の高い人文科学教育と研究推進に向

けて組織的かつ継続的にファカルティ・ディベロップメント活動に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


